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昭和 の メ デ ィア にあ らわ れ た イ ン トネー シ ョン

一 ニ ュース 映画 の ナ レー シ ョンを中心 に一

山 田 彩 子

〔抄 録〕

ニ ュ ー ス 映 画 を中 心 に、 昭和 の メデ ィア に あ らわ れ た イ ン トネ ー シ ョ ンに つ い て 検

証 した 。 そ の 結 果 、 次 の こ とが わ か っ た。 ア ナ ウ ンサ ー に よ る ナ レー シ ョ ンは 、 時 代

と共 に大 き く変 化 して い る。 しか し、 談 話 はあ ま り変 化 して い な い 。

本 稿 で は、 イ ン トネ ー シ ョン を、 聴 覚 に よ る 「聞 こ え」 と、 コ ン ピュ ー タで 計 測 し

た 。 計 測 の 結 果 、 昭 和 の メ デ ィ ア に は 四種 類 の イ ン トネ ー シ ョ ンが あ らわ れて い る こ

とが 確 認 で きた。 四種 類 の う ち一 種 類 は 、 通 常 の 談 話 に 使用 され る イ ン トネー シ ョ ン

で あ る。 あ との 三種 類 は 、 談 話 に は あ ま り使 用 され ず 、 む しろ ア ナ ウ ンサ ー の ナ レー

シ ョンや 、特 殊 な状 況 下 で の談 話 に あ らわ れ て い た。

イ ン トネ ー シ ョ ンの 変 化 の 要 因 に つ い て も考 え た。 主 に社 会 情 勢 を背 景 に した制 作

側 の 事 情 で 、 ナ レー シ ョンの イ ン トネー シ ョ ンが変 化 して きた とい う結 論 に達 した 。

キ ー ワ ー ド イ ン トネー シ ョン、 メ デ ィ ア、 ナ レー シ ョン、 日本 ニ ュー ス、 ピ ッチ 曲線

はじめに

メ デ ィ ア作 品 に あ らわ れ た 、 ナ レー シ ョ ンの イ ン トネー シ ョン を検 証 す る こ とが 、本 稿 の 目

的 で あ る 。 古 い メ デ ィア 作 品 を視 聴 す る と、 ナ レ ー シ ョ ンの 音 声 に特 徴 が あ る こ とに 気 づ く。

一 方 、 同 じ作 品 に収 録 され た 談 話 は、 ほ とん どの 場 合 、 現 在 の もの と大 差 な い 。 談 話 が 変 わ ら

ず 、 ナ レー シ ョ ンが 変 わ っ た よ う に 聞 こ え る理 由 は、 イ ン トネ ー シ ョ ンに あ る と、 筆 者 は仮 説

を立 て た。 イ ン トネー シ ョ ンを計 測 し、 ナ レー シ ョン の イ ン トネ ー シ ョ ンが 時 代 に よ って どう

変 化 した か を検 証 した 。 あ わ せ て 、 そ の 背 景 につ い て も考 え た 。

古 い メ デ ィア作 品 は手 に入 りに くい が 、1999年 に、 昭和 の ニ ュー ス 映 画 や ラ ジ オ ・テ レ ビ番

組 の音 声 を ま とめ てCD化 した 『音 の 日本 史 第2巻 昭 和 』(1)が 、 山川 出版 か ら発 売 さ れ た 。 そ

の収 録 作 品 の う ち、 昭 和20年 まで の す べ て の作 品、 な らび に 昭 和20年 以 降 の 作 品 の一 部 、 そ し

て ニ ュー ス 映 画 「神 奈 川 ニ ュ ー ス 」 ダ イ ジ ェ ス ト版 ビデ オ の 一 部 の イ ン トネ ー シ ョ ンを、 聴 覚

に よ る 「聞 こ え」 で測 定 した 。 また 作 品 か ら音 声 言 語 だ け を取 り出 して、 コ ンピ ュ ー タで 分析

した 。
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昭和のメディアにあらわれたイントネーション(山 田 彩子)

1.昭 和 の音声 メデ ィア

メディアとイントネーションの関係を検証する前に、まず 日本の音声メディアの歴史につい

て、簡単に触れておきたい。

日本のマスメデ ィアに音声が導入されたのは、概ね大正末期から昭和初期 にかけてである。

初期の音声メディアとしては、ラジオ放送、 トーキー(音 声入 り映画)、 レコー ドの3種 があげ

られる。

NHK東 京放送局でラジオ本放送が開始されたのは、大正14年(1925年)の ことだった(『 日

本放送史』)(2)。初の国産レコードが発売されたのは明治42年(1909年)だ が、昭和3年(1928

年)に 日本初の流行歌レコー ド 「君恋し」が発表され、日本にレコー ド文化が定着する(『 日本

流行歌史』)(3)。日本初の本格的 トーキー映画 「マダムと女房」は昭和6年(1931年)に 制作さ

れた(『 日本映画史100年 』)(4)。映画は、 ドラマだけでなくいわゆる ドキュメンタリーの分野に

も参入 した。無声映画時代から、戦地の様子を紹介する ドキュメンタリー映画は人々の関心を

集めていた。 トーキー誕生後の昭和9年 に、朝 日、毎 日、読売の新聞3社 が、それぞれ映画社

を設立 し、ニュース映画制作に参入 した。この3社 は昭和15年 に、社団法人 日本ニュース映画

社として統合され、昭和16年 には 「日本映画社」(略称 「日映」)と改称 された(『国策映画 ・日

本ニュース小史』)⑤。なお、現在は著作権上などから、日本ニュース映画社創設以前の新聞3

社による作品の一部も、音声二次使用時には 「日本ニュース」としてまとめられている。

日映は、国民の戦意高揚を目的とした、いわゆる 「国策会社」だった(6)。第二次世界大戦終

結後、戦意高揚 を目的 とするニュース映画は、当然のことながら作られなくな り、ニュース映

画自体も制作本数が減った。

ニュース映画に代わって、音声 と映像が同時に楽しめるメディアとして登場 したのが、テレ

ビである。テレビ本放送は、昭和28年 に始 まった(『 日本の放送のあゆみ』)(7)。テレビ放送開

始当初、テレビ番組はニュース映画同様、テレビ受像機の前に集まった多 くの人たちに観賞さ

れることが多かった。その後受像機が普及 したことなどにより、テレビ番組は少人数または一

人で観賞されるようになり、現在に至っている。

2.音 声 メデ ィアにあ らわれた四種類 のイン トネーシ ョン

それでは、音声メディアにあらわれたイントネーションについて考えてみたい。昭和のニュ

ース映画やラジオ ・テレビの音声をまとめてCD化 しものに 『音の日本史第2巻 昭和』がある。

この中に、四種類の特徴的なイントネーションがあらわれる。

① まるで絶叫するかのような、高音のみで構成されるもの。太平洋戦争終結前のニュース映

画に多い。
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② 一・モーラ目が低音、ニモーラからは高音で構成される、独特のフシを持つ もの。

③ 概ね二音階で構成され、語または文節ごとにアクセントの 「高」音 と 「低」音に相当する、

同じ高さの二音が繰 り返されるもの。

④3音 階以上で構成され、自然な会話と大きな隔た りが無いもの。

①は、「国策映画 ・日本ニュース小史」で瓜生が 「絶叫調」とし、第二次世界大戦終結後には

あらわれなくなった。②については金田一春彦が、「コトバの施律」(8)で教育勅語を奉読する

かのようだとし、「『日本ニュース』天皇陛下行幸の場面」の 「蔭の声」などにあらわれると指

摘 した。「蔭の声」とは、ナレーションのことである。金田一の指摘か ら、②は、昭和20年 代ま

ではあらわれていたと考えられる。③は戦後の作品に特に多くあらわれ、長谷川勝彦が 「文節

読み」 と称 した(9)。④は第二次大戦終結前にわずかに見られ、その後徐 々に増えていく。①を

絶叫調、②を教育勅語奉読調、③を文節読み調、④ を会話調 と、ここで一応名付けてお く。

たとえば 「本日は晴天なり」という文を、①～④で発音するとどうなるだろうか。それぞれの

場合の高低関係を、1モ ーラを○で表記するおたまじゃくし方式(10>であらわすと、次のようなイ

メージになると考えられる。なお④には多数の例が想定できるが、ここでは3つ の例をあげる。

①絶叫調 ○○○○○ ○○○○○○

ほん じつは せいてんな り

②教育勅語奉読調 ○○○○.○ ○○○O

OO

ほん じつは せいてんな り

③文節読み調 ○ ○○○0

000000

ほんじつは せいてんなり

④会話調(例1)0

0000

000000

ほんじつは せいてんなり

(例2)○ ○○○0

0

00000

ほんじつは せいてんな り
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(例3) 0

00000

00000

ほんじつは せいてんなり

アクセントとイントネーションの関係で考えると、絶叫調 と教育勅語奉読調はアクセントを

破壊 してお り、文節読み調と会話調はアクセン トに忠実である。

イントネーションとアクセン トの関係を図に示すと、次のようになる。

絶叫調 文節読み調

アクセント破壊型 アクセント忠実型

教育勅語奉読調 会話調

3.ピ ッチ曲線 とイン トネーシ ョン

近年、談話などのイン トネーションの分析 には、ピッチ曲線が用いられることが多い。 ピッ

チ曲線 とは、音声言語を、音声分析ソフトを用いてコンピュータ解析 し、高低関係を曲線であ

らわしたものである。ところが、戦前のニュース映画のナレーションは、ほとんどが、バ ック

グラウンド・ミュージックと同時に収録されているため、音声言語だけを取 り出 してピッチ曲

線であらわす ことは、現在の技術では難しい。そこで、『音の日本史第2巻 昭和』に収録された、

バ ックグラウンド・ミュージックを使用 していない、 ラジオ番組のナ レーションや談話などに

あらわれたイントネーションを、音声分析ソフ ト(杉 スピーチアナライザー アニモ社)で 解

析 してみた。

その結果、必ず しも典型的な例 とは言い難いが、2.にあげた四種類のイン トネーションに相

当する曲線が抽出できた。絶叫調に近いと思われるものが図1、 教育勅語奉読調に相当すると

思われるものが図2、 文節読み調に近いと思われるものが図3、 会話調に相当すると思われる

ものが図4で ある。図1、 図2は 近衛首相(当 時)の 談話、図3は ラジオ番組中のアナウンサ

ーによるナ レーション、図4は 松岡外相(当 時)の 談話に、それぞれあらわれたものである。

図1、 図2は 紀元2600年 記念式典での談話、図3は 二 ・二六事件の際の放送、図4は 三国同盟

成立時の談話にあらわれた。

4.自 然 な談話 のイン トネーシ ョン

こ こで 、 日本 語 イ ン トネ ー シ ョ ン は、 ど の よ うに 定 義 され 、 どの よ う な特 徴 を もっ て い るか

を見 て み た い。 『国語 学 大 辞 典 』(11)は、 日本 語 イ ン トネ ー シ ョ ンの 「高 さの 変 動 」 を、 「大 体 の
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とこ ろ(略)四 段 階 に よ く収 まる よ うで あ る」 と して い る。 『国 語 学研 究 事 典 』(12)は、 イ ン トネ

ー シ ョン を 「話 者 の 中 で 話 し手 の 主 観 を表 わ す声 の 高 さ の変 動 」 と して い る。 つ ま り、 談 話 に

お い て は、 話者 の 主観 が イ ン トネ ー シ ョ ンに あ らわ れ る とい う こ とで あ る。

「談話 に お け るポ ー ズ とイ ン トネ ー シ ョ ン」(13)で 、 杉 藤 美 代 子 は、

発 話 節 の イ ン トネー シ ョ ンは、 発 話 の始 め が高 く終 わ りは比 較 的 低 くな る傾 向 が あ る

と し、 「強 調 とイ ン トネ ー シ ョン」(14)で、郡 史 郎 は

東 京 語 で は フ ォー カス の あ る語 は語 ア クセ ン トに よ る音 調 の 山 が 高 くな り、 以 後 の語 群 は

ア クセ ン トに よ る音 調 の 山 が抑 え られ る

と し た。 『英 語 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン論 』(15)は、 イ ン トネー シ ョン を 「周 辺 言 語(paralanguage)」

に属 し、 「対 面 相 互作 用 に お い て、 あ る機 能 を果 たす 」 と してい る。

5.本 稿 に お け る イ ン トネ ー シ ョ ン の 計 測 、 表 記

3.で 述 べ た 通 り、 バ ック グ ラ ウ ン ド ・ミュ ー ジ ッ ク と同 時 に収 録 され て い る音 声 言語 を、

ピ ッチ 曲 線 で 分 析 す る こ とは で きな い 。 そ こ で本 稿 で は 、 ナ レー シ ョ ンの イ ン トネ ー シ ョン を

主 に 「聞 こ え」 で分 析 し、 お た ま じ ゃ く し方 式 で表 記 す る こ と に した 。

しか し、 「聞 こえ 」 に よ る分 析 に は、 限 界 が あ る。 通 常 四段 階 に収 ま『るイ ン トネー シ ョ ンを、

聴 覚 で 正 確 に計 測 す る の は 、 困 難 で あ る。 なぜ な ら、 四 段 階 の 音 の高 さが 、順 に上 昇 、 また は

順 に 下 降 しなが らあ らわ れ る こ と は き わ め て稀 で あ り、 時 間 の 経 過 を経 て 、 ば らば ら にあ ら わ
サ レ

コもヤ コち

れる四段階の音が、それぞれ四段階の どの高さに相当する'かを聞 き分けることは、不可能に近

いか らであるa2.の 「会話調」④(例1)で は、「ほんじつ」の 「ほ」 と、「せいてん」の 厂い

てん」は共に高音であるが、高さは異なる。しか しそれ らの高さが異なるかどうかを聞き分け

るのは、現実には難しい。そこで、本稿では便宜上、次のような音の高さの段階が確認できる

ことを、自然なイントネーションに近いものがあらわれている目安 と考えることにしたδ

2.の 「会話調」④(例2)「 ほん'Lつ は せいてんな り」では、・「ほんじつは」の 「は」か

ら、「せんてん」の 「せ」「い」にかけて各モーラが、順に上昇する。同 じ例文を、語アグセン

トだけに忠実に、一種類の高音と一種類の低音で発音すれば、「は」と 「せ」は同じ高さで発音

されるはずであ り、その結果 「文節読み調」のイントネーション③があらわれるはずである。

しか し平板型アクセ ントの語である 「せL>て ん」にフォーカスがあれば、この語の高音部分で

ある 「いてん」を特に高 く発音することになり、その準備 どして気同 じ語の語頭 「せ」から高

めに発音すると考えることができる。その結果、・前の文節末の 「は」より、フォーカスのある

語の語頭 「せ」の方が高く発音 されるのである。つ まり、④(例2)積 には 「は」「せ」「い」 と

順に上昇する段階で、中憫音 「せ」があらわれるのである。ここであらためて、(例2)の 中間

音を、●で表記することにする。

35



昭和のメディアにあらわれたイントネーション(山 田 彩子)

(例2')○ ○○○○

●

00000

ほんじつは せいてんなり

申間音●の出現は、 自然なイントネーションの目安のひとつになると考えられる。

また、④(例3)で は、本来 「せいてん」において高音で発音されるはずの 「いてん」が、

上昇 していない。「本日」にフォーカスをお くと、「フォーカスのある語は語アクセントによる

音調の山が高 くなり、以後の語群はアクセントによる音調の山が抑えられる」という郡の説に

拠ったものである。ここであらためて、フォーカスの影響で音調の山が抑 えられる音を◎で表

記することにする。

(例3')○

○◎◎◎◎

00000

ほんじつは せいてんなり

非上昇音◎の出現も、自然なイントネーションの目安のひとつになると考えられる。

6.絶 叫調の イン トネーシ ョン

それでは、昭和のメディアにあらわれた 「絶叫調」のナレーションの具体例をみてみたい。

『音の日本史第2巻 昭和』に収録された昭和12年 の 「日本ニュース ・南京入城 と 『国民政府

を対手とせず』」は、音の高低がほとんどなくアクセントを無視 したナレーションで構成されて

いる。冒頭部分の原稿は次の通 りである。

か くて蒋政権の牙城 ・南京目指して怒涛の如き進撃を開始 した無敵皇軍は

はじめの部分のイントネーションを 「聞こえ」で計測したところ、次のようになった。

0000000000000

か くて しょうせいけんの がじょう

ごのあとも、ほとんど音の高低が無いナレーションが続 く。

ところで、昭和19年 に、 日本で初めての本格的アクセント辞典と言うべ き 『標準日本語發音大辞

典』(16)が発行された。この辞典は、アクセントの高低を 「上」「中」「下」で表わし、「かくて」の

アクセントを 「頭高」、「がじょう」を 厂下中中型」としている。相対的な高さで見れば、「下中中

型」は平板型に相当する。「かくて」厂が じょう」を 『標準日本語發音大辞典』のアクセントに従っ

ておたまじゃくし式で表記すると次のようになり、「日本ニュース」 とは違っていることがわかる。
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000

000

かくて がじょう

「はしがき」によれば、『標準 日本語發音大辞典』は昭和13年 に起稿 された。つまり 『標準 日

本語發音大辞典』は 「日本ニュース ・南京入城と 『国民政府を対手とせず』」が制作 ・上映され

た直後から準備されていたことになる。「日本ニュース ・南京入城 と 『国民政府を対手 とせず』」

のアクセントは、当時の基準である 『標準日本語發音大辞典』からみて、誤ったものである。

NHK関 係者によれば、戦前のニュース映画のナレーションには、多くの場合NHKア ナウン

サーが起用されたということである。アナウンサーが、あえてアクセントを壊 して表現するに

は、理由があるはずだ。この場合、アクセ ントを壊す ことが目的だったとは考えにくく、む し

ろ特殊なイントネーションが、「話し手の主観を表わす」(『国語学研究事典』)こ とや、「対面相

互作用において、ある機能を果たす」(『英語コミュニケーション論』)こ とを目的 としてあ らわ

れたと考えられる。

図1の ピッチ曲線を、 もう一度見てみたい。この図は、紀元2600年 式典における万歳三唱の

時のものである。語頭 と語末のピッチが多少低いものの、1モ ーラ 「ば」 と、2モ ーラ 「ん」

の周波数の差が約40ヘ ルツと、図2、 図3、 図4の 高低差にくらべて、 きわめて小さい。図1

は、「日本ニュース ・南京入城 と 『国民政府 を対手 とせず』」にあらわれたイントネーションに、

よく似ている。

この番組が録音された式典会場には、大勢の聴衆が集まっていた。図1の 後に聴衆の 「万歳」

の声が続 くことか ら、図1の 発話には、聴衆の唱和を誘導するという目的もあったと考えられ

る。絶叫調のイン トネーションは、語アクセン トを破壊 している。また絶叫調のイントネーシ

ョンで表現された作品や談話からは、フォーカスのある語 を判定することができない。そのた

め絶叫調のイン トネーションは、一語一語または文全体の意味を、聞き手に瞬時に理解させる

という点では、機能が劣る。そのかわり、観客の情感に訴えて万歳を唱和 させるという点では、

機能が勝っていたと考えられる。

絶叫調のイントネーションが、ニュース映画にあらわれた背景について考 えたい。「国策映

画 ・日本ニュース小史」には、 日本が敗戦色を強めた昭和18年 頃の、日映と検閲当局の、ナレ

ーション演出に関するせめぎあいについての記述がある。

戦局が(略)一 億総決起の守勢に転 じると、検閲は神経質になりはじめた。日映の編集当

事者は(略)現 実を客観的に国民に伝 える意図で 「勝利の進撃」時代の、やや有頂天な調

子(時 に絶叫調)を 、感情を現さぬものに徐々に変え(略)`聖 戦'へ のひそかな批判を試

みるようになった。しかしそのささやかな抵抗を検閲当局も見逃 さなかった。(略)日 映当

事者が淡々たるコメントを、淡々とアナウンサーにしゃべ らせ ると、怒って国民を 「泣か

せろ」 と要求 し、悲哀なコメントを感傷的にさせ よと録音のやり直 しを命じた。
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絶叫調のイントネーションは、はじめは制作側の、後には検閲側の、一種の演出だったのである。

7.教 育勅 語奉読調 のイ ン トネーシ ョン

次に、教育勅語奉読調のイン トネーションの具体例を見てみたい。図2は 、各文節のユモー

ラ目が低音、2モ ーラ以降がすべて高音で発音 されている。低音 と高音の周波数の差は、図1

にくらべて大 きい。このようなイントネーションを、原口庄輔は 『現代の英語学シリーズ3音

韻論』「第4章 音調 とイントネーション」(17)で、高音Hと 低音Lを 用いて表記 し、「LH音 調」

と名付けて、次のように述べた。

チ ンオモウニ.ワ ガコーソ コーソ

LHHHHHLHHHHLHH

これも、基本音調メロディーを無視 し、LH音 調を導入したものである。

紀元2600年 記念式典における、近衛の談話にあらわれた図2は 、原口の指摘 したL'H音 調に相

当する。

図2に はじまる近衛の談話の、冒頭部分の原稿は次の通 りである。

本日この式典を挙 ぐるに際し、天皇陛下 ・皇后陛下の臨席まことに忝 く

近衛はこの中で、「てんのうへいか」を、次のような平板型のアクセントで語っている。

000000

0

てんのうへいか

『標準日本語發音大辞典』は、「てんのうへいか」のアクセントを 「中高型」 としている。

ここで、作品 とイントネーションの関係を筆者がまとめた、図5を 見てみたい。近衛は、昭和

15年 の作品 「日本ニュース ・三国同盟の成立」では、会話調イントネーションで語っている。

この中で近衛は標準語アクセ ントを用いていることか ら、本来近衛は標準語話者であった と考

えられる。何 らかの理由がなければ、標準語話者が、わざわざ標準語アクセン トを崩すことは

ないはずだ。近衛が図2で 、・「てんのうへいか」を、平板型で発音 した理由は、教育勅語奉読調

のイントネーションを、彼が通常用いていたはずの標準語アクセントよりも、優先させたため

と考えられる。'

図rと 図・2は、同一の話者 ・近衛によって、紀元2600年 記念式典という同一の場で語 られた。

この場で近衛が、誰を主な聞き手、'言い換えれば意識すべき方向として想定 していたか、考え

てみたい。この場には、近衛にとって意識すべ き方向が、少なくとも二つはあったはずだ。一

方に天皇 ・皇后が臨席 し、もう一方には万歳三唱にこたえる聴衆がいたのである。つまり近衛

は、二種類の聞き手を意識 していたことになる。図1の イントネーションは聴衆を聞き手 とし

て意識 し、万歳を誘導するものだった。図2の イン トネーショツ は、 この式典に臨席 した天
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皇 ・皇后 を意識 した結果、あらわれたもの と言えよう。話者の意識の方向性によって、二つの

種類の特殊なイントネーションがあらわれたのである。

教育勅語奉読調は、アナウンサーによるナ レーションにもあらわれる。図5に 示 した昭和15

年の 「日本ニュース ・三国同盟の成立」のナレーションは、教育勅語奉読調である。金田一は、

「コ トバの旋律」で 「日本ニュース」の 「蔭の声」などにあ らわれる教育勅語奉読調のイントネ

ーションを、

こういう調子をもちいることによって、画面の荘重な気分を有効に表現 している

とした。つまり、作品の演出意図が、特殊なイントネーションにあらわれたということである。

ビデオ化された 「日本ニュース」は、ほぼ全編が川崎市民ミュージアムに保管されているが、

第二次世界大戦終結前のアナウンサーのナ レーションには、アクセント破壊型に属する、絶叫

調ならびに教育勅語奉読調のイントネーションが多 くあらわれている。その一方で、戦前 ・戦

中の作品でも、生活に密着した作品(例 昭和16年6月17日 号 「135億円貯蓄運動に壁新 聞」

など)に は、アクセント忠実型のイントネーションがあ らわれることが多かった。「荘重な気分」

など、 日常 とは異なる場面を効果的に演出する時、教育勅語奉読調のイントネーションがあら

われたのである。

8.文 節読み調のイ ン トネ ーション

文節読み調について、具体的に見ていきたい。図3は 、2・26事 件に参加 した兵士に対 して、

アナウンサーがラジオか ら呼びかけたものである。このナレーションは、アクセントに忠実に

発音 されている。 しか し自然な会話のイン トネーションとは違って聞こえる。図3の 前後を含

む原稿は、次の通りである。

お前達は、上官の命令 を正 しいものと信 じて

図3で は、上官の 「じょ」 と、命令の 「め」に、約200ヘ ルツという、ほぼ同じ周波数の低音が

あらわれている。各文節の低音部にぐ同じ高さの周波数による低音が くり返されるのである。

この文脈の中で 「上官の命令を」 と語る時、通常はどのようなイントネーションになるだろ

うか。「上官の命令 を」はひとまとまりの句であるか ら、この句の中の被修飾語である 「めいれ

い」の低音部 厂め」は、図3の ように低 くは発音 しないはずだ。また、兵に対 し、曁通常は従う

べ き 「じょうかん」の意向に、あえて反 して投降するよう呼びかけるという、特殊な内容から

推測すると、通常は次のようになると想定される。

000000000

0

じょうかんの めいれいを

「じょうかん」にフォーカスをおくことで、次の 「めいれい」の高音部 「いれい」上昇が抑えら
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れるのだ。

長谷川勝彦は、図3に あ らわれるような読み方を 「文節読み」(18)としたうえで、次のように

「文節読み」を批判 した。

文節の考え方には本来、センテンスの中の、単語どうしの 「意味のかか り具合」の説明が

ないのです

そのうえで長谷川は、通常の会話にあらわれるイントネーションを観察 して、

「花が咲いた」 というときには、元のアクセントが変化 して一語のようなアクセントにな

ります。

と述べた(19)。図3は 、「一語のように」ならずに、「上官」 と 「命令」が別々に発音 されたもの

と言える。

文節読み調のイントネーションは、長谷川の指摘の通 り、図5の 談話には一例もあらわれな

い。その一方で、文節読み調のイントネーションは、『音の日本史第2巻 昭和』以外にも、ラジ

オ ・テレビ番組やニュース映画などのナ レーションには多 くあ らわれていた。昭和25年 に制

作 ・上映が開始された劇場用ニュース映画 「神奈川ニュース」のダイジェス ト版ビデオを検証

したところ、昭和40年 代前半までのナレーションは、大半が文節読み調だった。その後はほと

んどの作品が、会話調に移行 している。

文節読み調の背景について考えたい。図6は 、昭和25年 以来順次発行 され、アナウンサーの

教本として広 く読まれている 『アナウンス読本』(20)の、標準語 と、イントネーションの、項 目

の関係を筆者がまとめたものである。標準語の取 り扱いが大 きい時には、イントネーションの

取 り扱いが無い、または小 さいことがわかる。標準語の項目は、昭和45年 版では 「共通語」 と

改訂され、昭和60年 版では消失 した。一方イントネーションに関する記述は、昭和37年 版には

じめてあらわれ、徐々に大 きな扱いになっている。標準語の記述が後退すると、イントネーシ

ョンが大 きく取 り扱われるようになるのである。

図6か ら、次のことがわかる。長い間アナウンサーにとっては、標準語の担い手であること

が最優先の職務だった。アナウンサーは、職業上標準語アクセントを強 く意識する必要があっ

た。一方イントネーションは、辞書に記せるようなものでないこともあり、制作現場であまり

意識されてこなかった。標準語(共 通語)の 普及 とともに、アナウンサーは、標準語の担い手

という規範意識からやや自由にな り、はじめてイントネーションを意識するようになったので

ある。

6.7.で 見てきたように、絶叫調 と教育勅語奉読調のイントネーションは、演出という前提

のもとで、結果的にアクセン トを破壊 した。一方、文節読み調のイントネーションの前提には、

標準語アクセ ントという規範意識があり、その結果不自然なイントネーションがあらわれた。

メディアのイントネーションは、社会情勢 を背景にした演出や規範意識に干渉され、アクセン

トに対 して、時には上位に、時には下位に置かれた。その結果、絶叫調 ・教育勅語奉読調 ・文
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節読み調という三種類の、通常の談話にはほとんど使用されないイントネーションが、メデ ィ

アのナレーションにはあらわれたのである。

9.会 話調 のイン トネーシ ョン

会話調のイントネーションの具体例を見てみよう。図4は 松岡が三国同盟成立にあたって

「この三国と」 と語ったものである。「こ」「の」「さ」 と、順に三段階にわたって音が上昇 して

いることがわかる。これをおたまじゃくし方式で表記すると、次のようになる。

0

・0000

0

この さんごくと

中間音●があらわれていることか ら、この談話は会話調で語 られていることがわかる。

ここでふたたび、図5に 注 目したい。図5の 談話 は、「紀元2600年 式典」 における近衛のも

の以外は、会話調だった。一方ナレーションに会話調があらわれるのは、昭和20年 を待たなけ

ればならないa「沖縄戦」「原爆投下」という非常に深刻な事態を報道するにあたって、「国策会

社」日映が制作するニュース映画にも、はじめて会話調があらわれたのである。8.で 述べた

通 り、その20数年後の昭和40年 代後半には、会話調のナレーションがようや く定着した。

おわ りに

メディアにあ らわれたイントネーションについて、ニュース映画のナ レーションを中心に検

証してきた。アナウンサーによるナレーションは、時代 によって大きく変化 していることが確

認できた。ナレーションのイントネーションが変化 した理由は、語 り手個人の事情によるもの

ではなく、主に、社会情勢を背景とした制作側の事情によるものだった。

ナレーションとは、あらかじめ用意された原稿を、語 り手が音声で表現するものである。原

稿はほとんどの場合、語 り手以外の制作者が書いている。他人が書いた原稿を語るにあたって、

語 り手は、作品の内容 と真摯に向き合った り、演出意図を納得した りしなくても、原稿を音声

化することができる。その結果、通常の談話にはあらわれないような特殊なイントネーション

が、ナレーションにはあらわれたのである。

ナレーションのイントネーションは、現在、聞き手への語 りかけを意識した自然な会話に近

いものになってきている。語 り手、聞き手と作品に真摯に向き合うという姿勢が、メディアの

ナレーションか ら今後も失われることのないよう、筆者は願っている。
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〔注 〕

(1)『 音の 日本 史』 山川出版社マ ルチ メデ ィア研究会 寺尾隆雄 ・飯 山昌幸 ・渡邊哲雅監修1999年 、 山

川出版社

(2)『 日本放送 史』別巻 日本放送協会編1965年 、 日本放送出版協会

(3)『 日本流行歌 史』 〈戦 前編〉古茂田信男他編1981年 、社会思想社

(4)四 方 田犬彦 『日本映画史100年 』2000年 、集英社

(5)瓜 生忠 夫 「国策映画 ・日本ニュース小史」『別冊一億人の昭和史 日本 ニュース映画 史』1977年 、毎

日新聞社

(6)同 上

(7)日 高一 郎 『日本 の放送 のあゆみ』1991年 、人間の科学社

(8)金 田一一春彦 「コ トバ の旋律」 「国語学』五輯1951年(後 に 『日本 の言語学第二巻音韻』 に収録)

(9)長 谷川勝彦 『メデ ィアの 日本語 音声 はどう伝 えてい るか』2000年 、万葉舎

(10)『 言語 学大辞典』1996年 、三省堂

(11)『 国語 学大辞典』1980年 、東京堂出版

(12)『 国語 学研究事典』1977年 、明治書院

(13)杉 藤美代子 「談話 におけるポー ズとイン トネー ション」 『講座 日本諦 と日本語教育2日 本語 の音声 ・

音韻(上)』1989年 、明治書院

(14)郡 史郎 「強調 ζイン トネー ション」 同上

(15)F.Lobo、 津 田葵、楠瀬淳三 『英語 コ ミュニケーシ ョン論』第2章 「非言諦の伝達」1984年 、大修館

書店

(16)『 標準 日本語發音大辞典』寺川喜四男 ・日下三好1944年 、大雅堂

(17)原 口庄輔 「音調 とイン トネー シ ョン」『現代の英語学 シリーズ3音 韻論』第4章1994年 、開拓社

(18)長 谷 川勝彦 『メデ ィアの 日本語 音声 は どう伝 えてい るか』1-1文 節読 みでは伝 わ らない2000

年、万葉 舎

(19)長 谷川勝彦 『メディアの 日本語 音声 はどう伝 えてい るか』1-2わ たしの一語理論 同上

(20)『 アナ ウンス読本』NHK発 行(後 に 『アナウンス ・セ ミナー』 と改称)、

(や まだ あ や こ 文学 研 究科 国 文学 専 攻 修 士 課 程 修 了)

・
.(指 導:山 口 堯 二 教 撰)

2004年10月15日 受 理
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鹵4日 本 ニ ュ ース 昭 和15年 松 岡外 相 、
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昭和の メデ ィアにあ らわれた イン トネーシ ョン(山 田 彩子)

図5『 昔 の 日本 史 第2巻 昭和 』 昭和20年 ま で の収 録 作 品 の イ ン トネ ー シ ョン

項 目 年 代 媒 体 ・番 組 種 別 イ ン トネー シ ョ ン

二 ・二六事件 昭和11年 NHKラ ジオ ナ レー シ ョ ン 文節読み調

南京城入城 昭和12年 日本 ニ ュー ス

ナ レー シ ョ ン 絶叫調

談話 く風見局長) 会話調

三国同盟の成立 昭和15年

近衛氏のみ初め

NHK、 後に全編

日本ニュース

談話(近 衛首相) 会話調

ナ レー シ ョ ン 教育勅語奉読調

談話(松 岡外相) 会話調

紀元2600年 式典 昭和15年 NHKラ ジオ 談話(近 衛首相)
教育勅語奉読調 覧

絶叫調

貴金属の供出 昭和15年 日本 ニ ュ ー ス ナ レー シ ョン 文節読み調`

太平洋戦争開戦 昭和16年 NHK臨 時ニ ュ ース ナ レー シ ョン 混在

沖縄戦 昭和20年 日本 ニ ュ ー ス ナ レー シ ョン 会話調

原爆投下 昭和20年 日本 ニ ュ ー ス ナ レー シ ョン

文節読み調

会話調

図6『 アナウンス読本(アナウンス ・セミナー)」における標準語とイントネーションの取り扱い

書 名

発 行 年
発 行 所

標準語の項 目

章(部)

イ ン トネ ー シ ョ ン 、

につ いて の記 述

アナウンス読本(非 売品)

昭和25年
日本放送協会 第一部 なし

アナウンス読本

昭和30年
日本放送出版協会 第一章

i

なし

新アナウンス読本

昭和37年
日本放送出版協会 第一章

あり(疑 問、断定など

5種 のみ)

NHKア ナウンス読本

昭和45年
日本放送出版協会

1(「 共通語」

の表記)
あり(や や詳しい)

NHKア ナ ウ ンス ・セ ミナー

昭和60年
日本放送出版協会 なし

あり(広 義的な捉 え方

で詳 しい)

..


